
第13回 日本と世界（地理・歴史・異文化理解等について）

第14回 日本社会の現状と未来

第15回 日本社会の現状と未来

第10回 環境問題（地球温暖化・リサイクル・エネルギー等）

第11回 環境問題（地球温暖化・リサイクル・エネルギー等）

第12回 日本と世界（地理・歴史・異文化理解等について）

第7回 経済・法律（貨幣・消費・三権等）

第8回 家庭（結婚・家族・少子化等）

第9回 家庭（結婚・家族・少子化等）

第4回 仕事（就職・自立・キャリア等）

第5回 仕事（就職・自立・キャリア等）

第6回 経済・法律（貨幣・消費・三権等）

第1回 授業の概略

第2回 教育（知識・技能・社会人として求められるもの等）

第3回 教育（知識・技能・社会人として求められるもの等）

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

必要により新聞・雑誌等のプリントを配布す
る。

自分のいる環境を見回し、興味を持つのが出発点。
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準備学修 課題等への対応

日常的に新聞に目を通す習慣を身につけ、社会で今何が起きているかに関心を持つ。短大
図書館にも全国紙と地方紙の二紙がおいてあるので利用できる。資料・プリント等を事前
に配布する場合には目を通してくること。毎日20分程度はニュースに触れる時間を持つこ
と。

提出物はコメントを付けて返却し、さらなる
意見・質問を促す。

授業計画

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

講義形式を取るが全般的・概論的にならないようにし、具体的な事象をなるべく取り上
げ、各時代を生きた人々の生き方・考え方を理解してもらえるように努める。身近な問題
を取り上げるので、学生の意見発表を促す。

プレゼンテーション・提出物（60％）
受講態度（40％）

○ ○ ○ ◎ ○

３． 社会の仕組みを理解する。

４． 将来の人生設計を試みる。

科目の到達目標

１． ニュースに触れる習慣をつける。

２． 時事問題を理解する基礎知識を持つ。

免許・資格
要件

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

メディア情報に習慣的に触れることによって現代社会の仕組みと問題点を理解し、社会人
としての常識を身につける。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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